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創設期 
(昭和 58年～平成 2年) ～福祉事業への胎動から地域への初歩 

昭和５８年 ４月１０日 社会福祉法人札親会設立準備委員会が発足 

昭和６０年 ８月 ６日 札幌市に「札北荘」施設整備国庫補助金交付申請書を提出 

 １２月１３日 社会福祉法人札親会設立認可申請書を札幌市に提出 

昭和６１年 ３月 ６日 厚生大臣より、社会福祉法人札親会設立の認可 

 ３月２２日 社会福祉法人札親会の設立 

 ７月 １日 知的障がい者更生施設「札北荘」（入所３０名・通所２０名）開設 

昭和６２年 ９月１７日 日本自転車振興会に「札北荘・地域交流ホーム」補助金交付要望書を提出 

昭和６３年 ４月 １日 札北荘（通所）定員１５名増員し、定員３５名とする 

平成 元年 ４月 １日 札北荘（入所）定員１０名、札北荘（通所）定員５名を増員し、入所定

員・通所定員を４０名とする 

  グループホーム「あじさい」（定員４名）の運営開始(制度化開始) 

   

成長期 

(平成 3年～平成 12年) 
～多様なニーズに応える施設整備を進め、 

支援技術の追求 

平成 ３年 ４月 １日 知的障がい者更生施設「つきがた友朋の丘」（定員５０名）開設 

  グループホーム「のばら」（定員４名）の運営開始 

平成 ４年 ４月 １日 札幌市の委託により、知的障がい者福祉工場「札幌市社会自立センター」 

（定員３０名）の運営開始 

平成 ５年 ４月 １日 グループホーム「ひまわり」（定員４名）の運営開始 

 ９月 １日 札幌市より建物の無償貸与により、知的障がい者授産施設（通所）「菊水

ワークセンター」（定員２５名）開設 

平成 ６年 ４月 １日 知的障がい者更生施設（通所）「白石かがやき園」（定員４０名）開設 

平成 ８年 ４月 １日 「菊水ワークセンター・分場ライラック」（定員１９名）及びグループホ

ーム「コスモス」（定員４名）の運営開始 

平成 ９年 ４月 １日 「つきがた友朋の丘」の定員を４名増員し定員５４名とする 

平成１０年 １０月 １日 グループホーム「たんぽぽ」（定員４名）の運営開始 

平成１１年 ４月 １日 月形町の委託を受け、保育所「月形町花の里保育園」（定員４５名）の運

営開始 

平成１２年 ４月 １日 札北荘（通所）「分場・来夢」（定員８名）及び白石かがやき園「分場・

こもれび」（定員９名）の運営開始 

   

   



成熟期 
(平成 13年～平成 17年) ～施設福祉から地域福祉への推進 

平成１３年 ４月 １日 

 

１０月 １日 

菊水ワークセンター「分場・スズラン」（定員１２名）の運営開始 

「白石かがやき園」の定員を８名増員し、定員４８名とする 

グループホーム「すずらん」（定員５名）の運営開始 

平成１４年 ４月 １日 札北荘（通所）「分場・未来」（定員１０名）の運営開始 

 １０月 １日 グループホーム「アカシア」（定員４名）の運営開始 

平成１５年 １２月 １日 グループホーム「サクラ」（定員５名）の運営開始 

平成１６年 ２月２９日 「菊水ワークセンター」竣工 

平成１６年 ４月 １日 「菊水ワークセンター」新築工事により、定員１０名増員し、 

定員３5 名としてリニューアルスタートする 

平成１７年 １月 １日 居宅介護事業所「ライフサポートあんりー」の運営開始 

 ２月 １日 つきがた友朋の丘・分場「昭栄の里」（定員１０名）及びグループホーム

「大樹」（定員５名）の運営開始 

  「つきがた友朋の丘」の定員を４名減員し定員５０名とする 

 ３月 １日 グループホーム「陽だまり」（定員４名）の運営開始 

 ４月 １日 札北荘（通所）「分場・来夢」の定員を８名増員し、定員１６名とする 

 １０月 １日 札北荘（通所）「分場・来夢」の定員を８名増員し、定員１６名とする 

 １０月 １日 グループホーム「あっぷる」（定員４名）の運営開始 

   

充実期 
(平成 18年～平成 27年) 

～福祉サービスの向上を目指す為に 

新しい事業体系の移行を図る 

平成１８年 １０月 １日 障がい者自立支援法の全面施行により、札北荘（通所）・菊水ワークセン

ター・白石かがやき園の短期入所事業（日帰り型）を札幌市日中一時支援

事業に移行 

  グループホームの事業を一体型事業所（あじさい・のばら・ひまわり・大

樹）として移行・再編 

  ライフサポートあんりーが「居宅介護」「行動援護」「重度訪問介護」

「移動支援」に移行 

平成２４年 ４月 １日 生活介護事業所「さつきたそう ゆめくる」（定員４０名）の運営開始 

平成２１年 ４月 １日 障がい者支援施設つきがた友朋の丘が入所定員１０名減員し、（定員４０

名）に移行 

  つきがた友朋の丘・分場「昭栄の里」が、多機能型事業所の就労移行支援

事業（定員１０名）と就労継続支援事業Ｂ型（定員１４名）となる 

  グループホーム「ゆう樹」（定員４名）「風樹」（定員５名）の運営開始 

   

平成２２年 ４月 １日 札北荘（入所）が障がい者支援施設（定員３０名）となる 

札北荘（通所）が多機能型事業所の生活介護事業（定員４０名）と就労継

続支援事業Ｂ型（定員１０名）となる 

 １１月 １日 グループホーム「アカシア」が北区屯田に移転し、定員を６名増員し定員 



１０名で運営開始 

平成２３年 ４月 １日 「ミモザ」と「陽だまり」を定員１０名のグループホームとして運営開始 

  「昭栄の里」が、就労移行支援事業を廃止し、就労継続支援事業Ａ型のワ

ークサポート「いぶ樹」（定員１０名）就労継続支援事業Ｂ型のワークサ

ポート「昭栄の里」（定員１０名）として運営開始 

平成２４年 ３月 １日 菊水ワークセンター（本体）が生活介護事業所（定員４０名）分場「ライ

ラック」（定員２２名）と分場「スズラン」（定員１８名）の就労継続支

援事業Ｂ型の多機能型事業所に移行となる 

 ４月 １日 札北荘（通所）の生活介護の定員を２０名増員し、定員６０名とする 

  グループホーム「たんぽぽ」を豊平区から白石区に新築移転、定員を６名

増員し定員１０名とする。 

 12 月 20 日 グループホーム「陽だまり」に基盤整備事業補助金によりスプリンクラー

設備を整備 

平成２５年 １１月１５日 生活介護事業所「ゆめきた」（定員２０名）・グループホーム「ウィズ」 

（定員１０名）運営開始 

平成２６年 ４月 １日 グループホーム「ピース」「さくら」（定員各 1０名）運営開始。 

菊水ワークセンター「就労移行支援事業」（定員６名）開始。それに伴

い、「就労継続支援事業・Ｂ型」の定員を６名 減員し、定員３４名とする 

 5 月 31 日 ワークサポート昭栄の里（定員 20 名）の事業廃止 

 ６月 １日 ワークサポートいぶ樹が生活介護定員１０名・就労継続支援Ｂ型定員１０

名の多機能型事業所として運営開始 

平成 27 年 7 月 1 日 日本財団助成金によりつきがた友朋の丘園舎の改築工事着工 

 １０月 ７日 つきがた友朋の丘園舎の改築工事 竣工 

   

   

   

   

変革期 

(平成 28年～) ～社会福祉法人に求められる社会貢献への体制整備 

平成２８年 ４月 １日 月形町の委託により、月形町花の里保育園の事業を廃止し、月形町認定こ

ども園花の里こども園（定員８０名）の事業を開始 

平成２９年 ９月 ４日 国庫・札幌市補助金により、札北荘正面玄関改修工事 着工 

 １２月２０日 札北荘正面玄関改修工事 竣工 

平成３０年 ８月３１日 札幌市に平成３１年度障がい者グループホーム新築整備事業協議書を提出 

 １２月２０日 札幌市に平成３１年度グループホーム整備予定事業として採択の通知受理 

令和 元年 ５月３１日 グループホーム「ゆう樹」閉鎖 

 ６月２８日 札幌市より令和元年度民間社会福祉施設等整備費補助金の内示 

 ８月２８日 （仮称）菊水ワークセンター多機能型複合施設増築工事 着工 

令和 ２年 ３月２５日 菊水ワークセンター多機能型複合施設増築工事 竣工 

 ４月 １日 菊水ワークセンター多機能型複合施設として運営開始  



 ４月 １日 生活介護事業所「さつきたそう ゆめくる」から生活介護事業所「ゆめく

る」に事業所名変更 

「ゆめくる」定員４０名、「ゆめきた」定員２０名がそれぞれの事業所と

して運営開始 

 ５月 1 日 短期入所事業所 りら（定員５名） 運営開始 

 11 月 30 日 居宅介護事業所ライフサポートあんりー 事業休止（コロナ禍の影響により） 

 11 月 30 日 グループホーム「風樹」閉鎖 

 12 月 31 日 白石かがやき園短期入所事業 廃止 

令和 3 年  3 月 31 日 月形町認定こども園花の里こども園の指定管理者 終了 

 ５月 1 日 こむ木・カフェ萌木閉店 

4 年 1 月 １日 

 

地域支援センターくれあ、分割となり「くれあ」定員 30 名「うらら」定

員 25 名となる 

 3 月 31 日 ワークサポート「いぶ樹」がつきがた友朋の丘への移行の為閉鎖 

 4 月 1 日 グループホーム「すずらん」が移転 

 


